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R /nz:octollia菌糸の細胞核数について
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(Department of Botany， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 
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1. はじめに

糸状菌の細胞核は，有性生殖に際し高等縞物と同じく

規則正しい有糸減数分裂を行なうとされる7)。 しかし，

栄養生長を続ける菌糸では，核分裂について不明の点が

多く，細胞分裂と相伴なわぬため，一細胞中の核数が一

定しないものがある。 Rhizoctonia属の菌について， T萄

糸細胞の核数は研究者によりさまざまの値が報告されて

いる。例えば，イネ紋枯病菌の菌糸は，ー細胞中に3-23

ケ，大部分のものは6-10ケの核をもち2)，Rhizocto川 d

solani・ KUHNは平均 16ケ6)，先端細胞は 8ケのものが

多いが，その数は一定せず，古い菌糸は2伎となるとも

されるべ分離菌株によりその数のことなる例も知られ

ている2)0

著者らの一人は，R. solaniとされるものの中に細胞

核の2核のものがあることを報告したが9)，その後培養

性質，菌糸の形態など R.solaniとされているものの中

に2核の菌糸よりなるものがあり，その完全時代はCera-

tohasidiumで，多核のものはその完全時代が Thanate-

phorus (Pellicula円a)であるとされた2)。

このような点から，我々が用いて来た菌株，また，渡

辺・松田14) により類別された本邦産 R.solaniの商忍!

について，菌糸細胞中の核数の検討を行なった。

実験に用いた菌株は，北海道大学農学部値物学教室の

保存菌株，渡辺文吉郎，松田明，柳田原策，宮本雄ーの

各氏，および隠酵研究所より分譲されたものである。ま

た，実験の一部は松行均氏が担当された。以上の諸氏に

深甚な感謝の意を表わす。

1l.実験方法

殺E商スライドガラス上に， 2~もシヨ糖た含む脱塩水寒
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天の薄層をつくり，その一端に予め PDA(ジャガイモ，

ブドウ糖寒天培地)上に生育させた供試菌菌叢の生長先

端部からコノレクポーラーで打ちねいた小円板を接種し，

2-4日間， 250Cで培養した。 このスライドガラス全体

を固定，染色し，検鏡した。固定は Craf液，染色はハイ

デンハイン，鉄明ばん，ヘマトキシリンをおもに用いた。

観察の対象は，主軸菌糸より分岐した第一次分11皮先端細

胞と，その次の細胞を主とした。

111. 実験結果

1. 各種作物病斑部より分離した菌株の細胞核数

サトウダイコン，キャベツ，ノレタパカ，ハクサイ，ア

<'，ジャガイモ，インゲン，オオムギ等各種作物の地下

部，地上部などのリゾクトニア病病斑部より分離した23

菌株について，第一次分岐菌糸の先端，次位細胞各々約

100ケについて核数を測定した。各菌株の分離寄主，分

離部位，一細胞中の平均核数，標準偏差，ー細胞中の核

数の幅，すなわち最大，最小核数および測定した菌糸綱

胞の長さの範囲を第l表にまとめた。

ニの結果から， 供試菌株のうち， B-51， E-13， L-Hi， 

CG-2， IFO-7032の5菌株の細胞核数は，他のものと全

く異なり， 1-3核あるし、は4核で，大部分の菌糸細胞は

2核である。これに対して，残りの菌株はすべて多核で

2-13核を含み， C-6の平均4.3から，最も多い P-8の

平均7.49まで，平均約4-8核であるが，全菌株の核数

は連続しており，核数のちがし、による菌株の群J5IJは困難

である。また，ー細胞中の核数分布の幅も， P-lO， F-lO 

のように極めて狭いものから， P-18， B-35など広いも

のまで存在する。細胞の長さは 2核菌株は概して短い

が，他の菌株では，平均核数との問に顕著な関係は見出

し難し、。分離寄主，寄生部位もさまざまで，寄主の同じ
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分離寄主

第1表 各種 Rhizoctonia菌株菌糸の細胞数骸

菌株

B-2 

B-5 

B-14 

B-35 

B-51 

B-53 

C-1 

C-5 

C-li 

F-1 

F-lO 

F-12 

F-13 

L-9 

L-16 

p-1 

p-8 

P-lO 

P-18 

u-8 
CG-2 

CG-5 

IFO-7032 I 

Beta 'vulgaris var. saccharifel'a 

Brassica oleracea var. capitata 

B. napus var目 oleipl‘fera

B.ρekinensis 
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葉 I 7，0③:t 2.10 I 4-13 

根 I 1.97:t0.23 I 1-3 I 15 

葉 I 6.69:t 1.79 I 2-11 

茎? I 5.95:t1.62 I 3-10 
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部分に苦手主していた別の菌株の核数には著しい違いがあ

るなど，明らかな関係は見出し得なし、。

ただ， 2核菌株の中には CG-2Corticium gramineu11I 

IKATA et MATSUURA5)， IFO-7032 Rhizoctonia can-

dida Y AMAMOTOI5)など，不完全時代は Rhizoctonia

solani KUHNとは別種のものとしなければならないも

のが含まれ，これら 2核菌株群の分類的位置は検討すべ

き点が多い。

2， 菌型による細胞核数の異同

各種作物を侵す R.solaniについて，病原i全，生理的

性質について類別する試みは古くから行なわれて来た

が，我国の本菌につき，渡辺・松田は6菌型に分けるべき

ことを提唱した14)。その各菌型の代表各2菌株につき，

菌糸細胞中の核数を測定した(第2表)。なお， III-A ~ 

は渡辺らによれば Thanatephorus(PeZlicularia)ρratι 

colaとほぼ一致するとされ，この型と対比するため IFO

6253菌 (Corti・u・UIIlpraticonun=Thanatephorlls pratム

" 
根

第2表 Rhizoctonia solaniの菌型と核数

* 渡辺・松田 (1966)による。

菌型* I 

I-A {立:29l

IM(:ii;2 

IV (::;;;4 
IFO-6235 

細胞核数

5.45 :t2.31 

5.54土1.29

6.64:t 1.7日

4.64:t 1.79 

6.90土1.79

7.56:t 2.21 

5.74:t 1.30 

5.96土1.50

8.01:t 0.82 

7.90:t 1.51 

8.63:t 0.82 

8目34土1.70

5.48:t 1.68 

|核数の範囲

2-12 

2-10 

3-11 

2-11 

3-12 

4-1li 

2-11 

2-11 

3-13 

4-13 

2-17 

3-13 

2-11 
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corus)を対照として用いた。

供試全菌株とも，多核細胞で，一細胞中平均5-8ケ

の核を持ち，前の実験で得られたような 2核の菌株は

含まれなかった。また，先の実験で平均核数の最大のも

のは7.49であったが，この供試菌株では RI-104の8.63

ケなど，核数の多いものが見られた。さらに，同一型に

属す2菌株とも，ほぼ等しい核数をもつものは I-A，III-

A，IVなどの各型で，他は代表とした2菌株の被数はこ

となっていた。 III-A型と T.praticorusの級数はほぼ

等しいと認められる。

次に，著者らが同一畑土壌の中で時期をことにして発

現する Rhizoctonia菌株群につき，活動時期により，

春型，夏型とした2系統13)について核数の測定を行なっ

た結果を第3表に記した。

これから見ると，春型に属す4菌株は多核で，平均6

-6.9核，夏型とされるものは平均1.9-2.1で， これら

は始めの実験で見られた2桜商株に属すものであるo

第3表春型，夏型菌株の核数

菌 型 細胞核数 l核数の範囲
F-1 6.01:l:: 2.12 3-12 

F-15 7.06:l:: 1.50 3-15 

型1F-16 7.08:l:: 1.80 2-13 
春

F-17 6.95:l:: 2.22 2-14 

1.96:l:: 0.32 1-4 

F-18 2.04 :l::0.26 1-3 
夏
型 F-19 2.05士0.03 1-3 

F-20 2.13 :l::0.34 1-3 

3. 厚膜細胞の核数

Rhizoctonia属の菌類には，菌糸の一部から球形，得

形などの細胞が連鎖状に形成され，厚膜細胞 (chlamydo-

spore， monilioid cellなど)と呼ばれている11)0 3商株

の厚膜細胞について核数を測定した(第4表)。

F -16， IFO-6253のj享膜細胞は多核であるが，第2，3 

表に示した繭糸細胞の核数よりも少なく，かつ最大，最

第4表厚膜細胞の核数

菌 株 細胞核数 核数の範囲

F-16 6.33:l:: 1.98 3-11 

F-20 1.98:l:: 0.09 1-3 

IFO-6235 3.27 :l::0目79 2-5 

小の核数範囲も狭L、。また 2核菌株である F-20の厚

膜細胞は，菌糸と同じく 2核で，他の 2菌株同様に2核

細胞の割合が多し、。

4. 菌糸細胞の長さと核数

F-1， RI-63， IFO-6235の3菌株について，先の実験

で用いたと同じように，分岐の先端細胞，これに続く次

位細胞，また，主軸菌糸の任意の細砲について，細胞の

長さと核数を測定し，両者の問の相関の有無を検討した

(第5表)。

第5表 細胞の長さと核数の関係

菌 株

RI-63 

F-1 

IFO-6235 

3郡測2訓1'定定部分

( 分州一岐

分岐次位細胞

主軸菌糸細胞

{分岐先端紙胞

i分岐次位細月胞包
主軸菌糸細胞

(一胞分岐次位細胞
主軸菌糸細胞

相関係数

γ= +0.494* 

r=+0.252 

1'= +0.636本*

?・=+0.574求

7・=+0.272 

r= +0.724** 

r= +0.544* 

7・=+0.698* 

1'= +0.694** 

この結果から見ると，供試3菌株とも分岐先端細胞と，

主軸菌糸は全体として細胞の長さと核数の間に正の相関

が見られるが，前者の方がその程度は低L、。分1I度先端の

次の細胞で， IF0-6253菌株以外相関は顕著とは認め難

い。また表示しなかったが，先端と次位細胞を合わせた

ものについては有意な相関は認め難かった。

IV.考察

Rhizoctollia solani KUHNの完全時代，Thanateρho-

rus cucumeγis (Pellicularia filamentosa)の担子胞子は，

生体あるいは固定染色したものについての観察から 1

1安，あるいは分裂し 2後となり 3，6，10)，発芽管の中で数回

分裂が繰返えされて多核菌糸細胞を生ずる。菌糸細胞中

で，伎はー箇所に集まり，分裂するが，その際同調しな

いもの，また集合しないものがあり，核分裂に続く隔膜

形成に際し， それらが同数ずつ分配されず1)，また分11皮

に際し，分岐部に核が移動，分裂し隔膜の形成がこれ

に続くが，このときも核は必ずしも二つの細胞に等数ず

つ分配されない場合がある2)。 このような核，細胞の分

裂によって，菌糸細胞は多核，かつー細胞中の数は一定

とはならず，平均 16ヶ6)，4_2510)， 2_2512)など，さま

ざまの値が報告されている。



362 北海道大学農学部邦文紀要第6巻第3号

本実験に用いた合計40余りの菌株のうち， 7商株を |時代から見ても前者は Thanatephoruscucumeris，後者

除、L、たすべての菌株の菌糸生長先端，これに次ぐ細胞は は Ceratobαsidium となる。また， CG-2， CG-5のよ

多核であり， 2-17核をもち，平均はおおよそ4-8核 うに，麦に寄生する Rhizoctoniaで，冬期間，あるいは

の間であった。 R.solani菌株間の核数について，ジャ 春早い頃に多く分離される前者は Ceratobasidiu川とい

ガイモの茎に寄生する病原性のことになる 2菌株は，多 うことになり，これら両蘭は畑土壌に共存していると認

核であるが両者間に数的な差は認められず12)，Thanate- められる。

pho1"1ls cucumeris (R. solani)の菌株間に懐数の差は見

られるが，その意義については何ら検討はなされていな

し列。第1表に示したように，R. solaniの分離菌株中か

ら選んだもののうち大部分は多核であ句，その数は平均

4.13から 7.49まで，ほとんど連続しており，偏差のr[r幅も

極めて広いものから 2以上の値を示すものなどあり，核

数の範囲て‘菌株を類別することは困難である。渡辺ら14)

の類別した 6 菌型についての結果から，了高司~.と核数の関

係を見出すことも難しし、。

{共試菌株中2核のものが存在し，これらの培養性質は

Corticium gralllineumとされる CG-2，R. candida， 

IFO-7032以外は，R. solaniとの異同は難しL、。 Rhizo-

cton叫時代を生ずる菌類で，作物に病原性をもつものの

うち， 2核とされるものは，ア 7 より分離された Rhizo・

ctOntα(原著は Cemtobasidiumpほ ticolUIII とされる

が， 7羽田1atephoruspraticolusあるし、は R.praticola 

である)は， 生育したのち古い菌糸が2伎となるのであ

り，生長先端は大部分8核とされるlQ)ので， 2被菌株と

はことなる。同じく Thanateρhoruscuculllerisの菌糸

も生育7-10日目には核数が少なくなるが， 3-4核とな

り2)， これまた2核菌株とことなる。 Orchispurpulea 

の外生菌根菌として分離される Rhizoctoniaは2核細胞

よりなり，また，小麦の根から分離され，病原性をもっ

R. solaniは2核で，両者は交互接種から密接な関係が

あると示唆されている3)0 C目立tobasidiulIISp は2核8)，

R. fraqariaeその他に2核の種類があり，それらのあ

るものは完全時代を形成させたところ Ceratobasidiu川

であり ，Thanatephorusでないところから，培養性質，

菌糸の形態などから R.solaniとされている Mycelia

Sterilia の中には完全時代をことにするものがあると指

摘される8)。供試2核菌株の完全時代を形成させる試み

はまだ不充分であるが， PARMETERら8)の主張するよ

うに 2後の Rhizoctoniaを ThanatephorusとJJJjの商
の不完全時代であるとすれば，供試2核菌株は Thanate-

phorusの不完全時代でなく， おそらくは Ceratobasi-

diumのそれであろう。この仮定に従うと，ア 7畑の土

壌中で時期をことにして活動する春型，夏型の 2菌株は，

後数から見ても，またア 7畑土壌の表面に形成する完全

v. 摘 要

1. Rhizoctonia属とされる 42菌株について，爾来先

端およびそれに続く細胞中の核を，固定，染色して検鏡，

その数を比較した。

2. 34菌株の細胞はL、ずれも多核で，ー細胞当町平均

段数は4-8ケであり， t亥数は最小2ケから最大 17ケ

のものまで見られる。しかし商株の特性と，核数との関

係は明らかでない。

3. 8菌株の菌糸は2核細胞よりなり Corticium

gramineumとされるもの，Rhizoctonia candida，成熟

ア?の地際、部の茎に寄生する Rhizoctoniaの夏型系統

その他がこの群に属す。

4 厚膜細胞中の核も菌糸細胞の核数と同じ傾向を

示す。

5. 商糸の部分により，細胞の長さと核数の問に正の

相関が認められる。
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average number of nuclei per cell varied from 4 to 

8 (range 2-7) depending on the isolates. However， 
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